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「地域の明日を考える」

「健全な歩みで信頼に応える」

「誇りと自信をもって未来に挑戦する」

豊かな明日に向かって、地域の皆さまと共に繁栄する
ことを目指します。

　皆さまには、平素から宮崎銀行をご利用、お引き立ていただき、誠にありがとうございます。
　当行は、昭和7年に県民銀行として創立され、今日に至るまで地域の中核金融機関としての役割を果たして
まいりました。これもひとえに皆さま方の温かいご理解、ご支援のたまものと深く感謝いたしております。
　県内では、有効求人倍率の上昇など雇用情勢の改善をはじめ、東九州自動車道の開通による観光客の
増加など、景気の回復が見られます。また、各種政策の効果が下支えとなり、個人消費や生産活動の活性化
が見られるなど総じて底堅く推移しています。
　現在の中期経営計画「Challenge No.1」は、「トップラインの拡大」「生産性の追求」「人財力の向上」の3つ
を経営の基本方針とし、地域と共に発展することにより「成長力　九州No.1銀行」の実現を目指しております。
貸出金利は、当面低い水準で推移することが予想されますが、高い株主価値と顧客満足の向上を図るため、
預金・貸出金のボリューム増加とそれに見合った収益性確保を両立させてまいります。
　当行は「地方創生」を経営のトッププライオリティと位置づけ、産官学金労との連携を深め、地域経済の
発展に貢献できるようさまざまな取り組みを行っております。今後とも「郷土と共にある地方銀行」として、
地域経済の活性化と企業価値の向上に努め、株主の皆さまのご期待と地域の皆さまからの信頼にお応え
すべく全力で取り組んでまいります。皆さまには、一層のお引き立てとご支援を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

平成27年12月

取締役頭取　平野亘也

信頼される金融機関として、人と組織を生かし、
健全充実経営を目指します。

時代の変化に適切に応えるため、英知と気力を結集し、
挑戦し続ける風土を目指します。

経 営 方 針

私ども宮崎銀行は、「郷土と共にある地方銀行」の経営
姿勢を堅持するとともに、地域社会の要請に積極的に対応
していくことを基本方針として、経営の健全性と透明性を
高め、高度化、多様化する地域の皆さまのニーズに的確
に対応し、地域リーディングバンクにふさわしい経営体質
の構築に取り組んでまいります。
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　貸出金残高が堅調に推移する
一方、不良債権比率は前年度末比
0.09％低下の2.19%となり、過去
最低水準を更新しました。

貸出金残高・預金残高の伸びは
引き続き全国トップレベル

経常収益は3期連続の増収、
経常利益は過去最高益

不良債権比率は
過去最低水準を更新

ROEの向上・
当期中間配当金＋0.5円

経常収益 経常利益 中間純利益

貸出金残高

預金残高

中小企業等貸出残高

ROE不良債権比率

中間配当金245億円 81億円 52億円

1兆7,126億円
２兆2,432億円

年率9.7％

8.22％2.19％ 4円

成長力で
九州No.1
銀行を目指して!!

　貸出金残高は、住宅ローンを中心とした個人向け貸出、および事業性貸出が堅調に推移し、
前年同期比＋1,284億円（年間増加率＋8.1％）、預金残高は前年同期比＋877億円（年間増加
率＋4.0％）となりました。特に、中小企業等貸出残高は年率9.7 ％増加し、全国トップレベ
ルの伸びを維持しています。

　平成25年9月中間期以来2期ぶりの増収増益となりました。
　経常収益は、貸出金利息、有価証券利息配当金、株式等売却益の増加等により、前年同期
比＋30億円を達成。経常利益は、経常収益の増加に加え、与信関連費用の減少等により前年
同期比＋31億円の過去最高益となりました。

　ROEは、中間純利益が大きく増加した結果、前年同
期比3.07％上昇し、8.22%と高い水準となりました。
　また、当期の中間配当金は、平成26年度の期末配
当金を1円増配して年間配当金を７円から８円といた
しましたので、前期中間配当金と比べ＋0.5円の４円
とさせていただきます。

平成27年度 決算ハイライト

（平成27年4月1日から平成27年9月30日まで）
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主要な経営指標

平成27年9月期
増収（経常収益は3期連続の増収）・増益（経常利益は過去最高益）

用語の解説

用語の解説

・経常収益…一般事業会社のいわゆる「売上高」に相当します。
・コア業務粗利益  …資金利益、役務取引等利益、その他業務利益（債券関係損益を除く）を合計したも

ので、一時的な要因に左右されない本業の粗利益です。

・コア業務純益…コア業務粗利益から経費を控除したもので、一時
的な要因に左右されない本業の利益です。

・経常利益…コア業務純益から与信関連費用を控除し、有価証券に
関する損益、その他臨時損益を加算したもので、通常の事業活動
から生じる利益です。

・中間純利益…経常利益に特別損益を加算し、法人税等合計を控除
した最終的な利益です。

経常収益　（単位：億円）

コア業務純益　（単位：億円）

中間純利益　（単位：億円）

コア業務粗利益　（単位：億円）

経常利益　（単位：億円）
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預貸金の状況 不良債権について

26年9月 27年9月27年3月
0

15,000

20,000

25,000

19,567

826
1,162 1,156

898

19,889

1,106
1,012

20,312

22,43221,94421,555

その他
鹿児島県内
宮崎県内

26年9月 27年9月27年3月
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12,121

1,855

1,865
1,973

2,113

12,588

1,911

2,363

12,851

17,12616,67515,842

その他
鹿児島県内
宮崎県内

鹿児島県内
4.5％

その他地域 4.9％

宮崎県内

90.6%

鹿児島県内
13.8％

その他地域 11.2％

宮崎県内

75.0%

預金残高　（単位：億円）

不良債権（金融再生法開示債権）残高の推移　（単位：億円）貸出金残高　（単位：億円）

平成27年9月期地域別預金残高

平成27年9月期地域別貸出金残高

与信関連費用の推移

平成27年9月 平成26年9月 前年同期比

与 信 関 連 費 用（ ① + ② － ③ － ④ ） ▲5.8 5.7 ▲11.6

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 　 ① － ▲4.5 4.5

不 良 債 権 処 理 額 　 　 　 　 ② 1.0 11.2 ▲10.2

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 　 　 　 ③ 6.4 － 6.4

償 却 債 権 取 立 益 　 　 　 　 ④ 0.5 0.9 ▲0.4

（単位：億円）
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要管理債権
危険債権
破産更生債権
不良債権比率

●貸出金が順調に増加している一方で、与信
関連費用は減少。

●不良債権残高は減少しており、不良債権比
率は過去最低。

・不良債権処理額…個別貸倒引当金純繰入額、貸出
金償却、債権売却等の合計額

用語の解説
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本 部 組 織 図

（平成27年10月1日現在）

［常務会］

会　　長

頭　　取

常　　務

監 査 役 会
監 査 役

監 査 役 室

（ 品 質 向 上 推 進 室 ）
お客さまサービス室

監 　 査 　 部

経 営 企 画 部

秘 　 書 　 室

人 　 事 　 部

リ ス ク 統 括 部

国 　 際 　 部

営 業 統 括 部

個 人 金 融 部

事 務 統 括 部

審 　 査 　 部

市 場 金 融 部

総 　 務 　 部

収 益 管 理 室

広 　 報 　 室

東 京 事 務 所

人 財 開 発 室

情 報 管 理 室

法 　 務 　 室

地 域 振 興 室

事業承継・Ｍ＆Ａ支援室

個人ローン推進室

事務集中センター

システム企画室

相続サポートセンター

金融円滑化管理室

企業経営支援室

営

業

本

部

取

締

役

会

株

主

総

会

平成27年度業績予想

・貸出金利息の増加と、有価証券利息により増収見込み
・与信関連費用の減少により増益見込み

経常収益　（単位：億円）

当期純利益　（単位：億円）

●株主の皆さまへ

経常利益　（単位：億円）
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　平成27年度中間期の好決算を受け中間配当金を
4.0円と致しました。
　安定配当を基本とし、平成27年度の年間配当額は
8.0円を予定しております。
　今後も、「高い株主価値の実現」のため利益向上
に取り組み、株主の皆さまへ利益還元を図ってまい
ります。
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みやぎん女性活躍推進プロジェクト
　　　　「Blue Wings　ブルーウイングス」始動！

女子陸上部　念願の駅伝初出場！

制服をリニューアルしました

台湾視察団を派遣しました

　当行のイメージカラー「ブルー」と、羽ばたく翼をイメージ
した「ウイング」。これから羽ばたく女性たちを翼にたとえ

「ブルーウイングス」と命名しました。

　このプロジェクトは、平成27年9月1日にスタートし、地域の
女性活躍推進や女性が活躍できる企業風土の構築を目的として
います。当行は、さまざまな取り組みを通して、男女が等しく
活躍する社会づくりへの貢献を目指し、女性の活躍を積極的に
応援します。

　10月25日「プリンセス駅伝in 宗像・福津第１回
全日本実業団対抗女子駅伝競走大会予選会」が
福岡県宗像市・福津市で行われ、当行女子陸上部
は念願の駅伝初出場を果たしました。駅伝への
出場は創部時の目標であり、「スタートラインに
立つ」ために部員一丸となって練習に励んできました。
初出場の当行女子陸上部は、１区宇都宮亜依選手

が14位とすばらしい滑り出しをみせましたが、2区以降実力
を発揮できないまま徐々に順位を落とし、24位でフィニッシュ。
初駅伝は残念な結果となりましたが、来年の大会での上位を
目指して頑張りますので、温かいご声援をよろしくお願い
いたします。

　8年ぶりに制服を変更いたしました。新制服はフレアースカートや
スカーフなど優しい印象を意識したデザインを採用し、クールビズや
ウォームビズに対応した素材を使用しております。新しい制服で気持ち
も新たに、お客さまのご来店をお待ちしております。

　昨年に続き2回目となる今回は、平成27年10月にソラシドエア初となる国際
チャーター便運航を活用し、台湾第二の都市である高雄市に「みやぎん台湾
視察団」を派遣しました。台湾は、800社以上の日系企業が進出しており、
アジア進出の足掛かりとして注目度が増しています。高雄市は巨大な貿易港を
有する世界有数の港町であり、現地では大規模な港湾施設や現地企業の視察、
業務提携先である中国信託銀行や高雄市政府によるビジネスセミナーを開催し
ました。本視察を通じ、お客さまのビジネスに有益な最新の現地動向や、台湾
企業とのパートナーシップによる海外ビジネス展開の
実情についてお伝えすることができました。台湾視察
団は昨年に続き2回目ですが、他にも各種商談会を
開催し、実績が上がっています。引き続き、お客さま
の海外ビジネスをサポートいたします！

①女性行員の活躍機会の拡大 ②働く女性・子育て応援等 ③女性経営者の創業応援
　女性営業推進チーム「フェニックス
ブルー」の発足。法人営業や市場運用
部門など、これまで男性が多かった
部門に女性行員を配属し、女性なら
ではの視点を活かして行内での女性
活躍機会拡大に取り組みます。

　働く女性専用フリーローン「“Ｗ”の
ちから」新設。
　この商品は、働く女性の応援を目的
に創設した商品です。旅行・ショッピ
ング・ブライダル・資格取得など
さまざまな場面でご利用いただけます。

　各方面からニーズの高い
女 性 経 営 者 の 創 業 を、

「みやぎん創業応援ローン
『スタートダッシュ』」の

活用でサポートします。

プロジェクト概要～すべての女性がもっと活躍できる社会のために～
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地域社会の一員としての取り組み
CSR活動
地域社会の一員として、皆さまと共に、地域活性化を目指し、さまざまな活動に取り組んでおります。

Corporate social Responsibility：企業がステークホルダーに対して負っている社会的責任
CSRとは

環境保全に配慮した取り組み
・「小さな親切運動」に参加し、宮崎市内

中心部の清掃活動に取り組みました。
・「いきいき大淀川クリーン作戦」に参加

し、年見川流域の清掃活動を実施しま
した。

地域イベントへの参加
　毎年開催される地域イベントに積極的に参加して
います。
・「まつりえれこっちゃみやざき」に約300名の役

職員が参加しました。

支店での取り組み
・志布志市の緑のカーテン推

進活動に賛同し、志布志支
店入り口にゴーヤの苗を植
えました。（写真左）

・宮崎県が推進する家庭読書
の啓発活動に取り組み、東
宮崎支店に家庭読書を促す
パネルと約80冊の本の展示
を行いました。（写真右）
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住宅ローンをご利用の
お客さま向け相談窓口

中小企業ならびに個人事業主の
お客さま向け相談窓口

その他ご要望、苦情の受付窓口

営業時間

営業時間

受付時間

みやぎん住まいのプラザ本店
（本店別館 1 階）

みやぎん住まいのプラザ都城
（年見町出張所内）

みやぎん住まいのプラザ日向
（日向支店 1 階）

みやぎん住まいのプラザ延岡
（祇園町支店 2 階）

みやぎん住まいのプラザ鹿児島
（鹿児島営業部 3 階）

みやぎん住まいのプラザ鹿児島南
（鹿児島南支店 1 階）

みやぎん住まいのプラザ国分
（国分支店 1 階）

みやぎんビジネスローンプラザ
（宮崎支店 2 階）

お客さまサービス室
（品質向上推進室）内
「金融円滑化苦情受付窓口」

0120-178-686

0120-217-707

0120-121-757

0120-363-443

0120-600-246

0120-660-019

0120-477-751

0120-408-425

0120-339-441

電話番号
（フリーダイヤル）

電話番号
（フリーダイヤル）

電話番号
（フリーダイヤル）

電話番号
（フリーダイヤル）

電話番号
（フリーダイヤル）

電話番号
（フリーダイヤル）

電話番号
（フリーダイヤル）

電話番号
（フリーダイヤル）

電話番号
（フリーダイヤル）

平　　　日　午前 10 時～午後 6 時
土日・祝日　午前 10 時～午後 5 時

「みやぎん住まいのプラザ日向」のみ
平　　　日　午前 9 時～午後 3 時
土日・祝日　午前 10 時～午後 5 時

平　　　日　午前 9 時～午後 5 時

平　　　日　午前 9 時～午後 5 時

※ 12 月 31 日～ 1 月 3 日、5 月 3 日～ 5 日を除きます。

株式会社 宮崎銀行　経営企画部
〒880-0805 宮崎市橘通東四丁目3番5号　電話 0985（32）8213


